
群書類従を紹介します。 

「作
庭
記
」

『
群
書
類
従
』
は
、
ご
存
じ
の
と

お
り
江
戸
時
代
後
期
に
塙
保
己
一
が

編
集
、
刊
行
し
た
古
文
献
の
叢
書
（
そ

う
し
ょ
）
で
あ
り
ま
す
。

叢
書
と
は
「
種
々
の
書
物
を
集
め

て
大
き
く
ま
と
め
た
も
の
」
で
、
し

た
が
っ
て
保
己
一
の
文
章
は
一
行
も

収
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
千
二
百
七

十
六
種
の
書
物
が
収
め
ら
れ
、
全
部

で
六
百
六
十
五
冊
（
外
に
目
録
一
冊
）

に
な
り
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）

に
版
木
が
で
き
て
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
刊
行
に
よ
っ
て
本
の
散
佚
（
さ

ん
い
つ
）
が
防
が
れ
、
秘
書
と
さ
れ

て
一
部
の
人
た
ち
に
し
か
見
ら
れ
な

か
っ
た
書
物
ま
で
も
私
た
ち
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
塙
保

己
一
の
大
き
な
功
績
で
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
こ
の
『
群
書
類
従
』
は
現

在
の
私
た
ち
の
生
活
と
ど
う
関
わ
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

先
日
あ
る
造
園
業
者
の
方
か
ら
電

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
群
書
類
従

に
造
園
関
係
の
史
料
が
あ
る
そ
う
で

す
が
、
ど
ん
な
も
の
で
す
か
」
と
い

う
問
い
合
わ
せ
で
し
た
。

「
作
庭
記
が
あ
り
ま
す
」
と
答
え
る

と
、
「
作
庭
記
で
す
か
。
そ
れ
な
ら
私

た
ち
は
今
で
も
使
っ
て
い
ま
す
よ
」

と
の
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
て

『
群
書
類
従
』
が
現
在
も
生
き
て
い

る
の
だ
。『
群
書
類
従
』
は
過
去
の
書

物
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
実
感
し
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
は
『
群
書
類

従
』
の
中
か
ら
巻
第
三
百
六
十
二
遊

戯
部
五
「
作
庭
記
」
の
一
部
分
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。

【
作
庭
記
の
説
明
】

作
庭
家
の
重
森
完
途
（
重
森
三
玲
の

子
）
の
文
を
引
用
し
ま
す
。

「
平
安
中
期
の
作
庭
方
法
論
書
。
い

わ
ゆ
る
庭
園
の
秘
伝
書
と
し
て
世
界

最
古
の
も
の
。

全
一
巻
。『
前
栽
秘
抄
（
せ
ん
ざ
い
ひ

し
ょ
う
）
』
『
園
池
秘
抄
』
と
も
よ
ば

れ
る
。
寝
殿
造
庭
園
の
地
形
の
取
扱

い
方
や
、
立
石
（
た
て
い
し
）
意
匠
・

技
法
な
ど
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
、

日
本
庭
園
の
発
達
に
及
ぼ
し
た
影
響

は
き
わ
め
て
大
き
い
。
」

【
群
書
類
従
の
原
文
（
抜
粋
）
】

一
、
石
を
た
て
ん
事
、
ま
づ
大
旨
を

こ
ゝ
ろ
ふ
べ
き
也
。

一
、
形
に
よ
り
、
池
の
す
が
た
に
し

た
が
ひ
て
、
よ
り
く
る
所
々
に
、

風
情
を
め
ぐ
ら
し
て
、
生
得
の
山

水
を
お
も
は
へ
て
、
そ
の
所
々
は

さ
こ
そ
あ
り
し
か
と
、
お
も
ひ
よ

せ
た
つ
べ
き
な
り
。

一
、
む
か
し
の
上
手
の
た
て
を
き
た
る

あ
り
さ
ま
を
あ
と
と
し
て
、
家
主

の
意
趣
を
心
に
か
け
て
、
我
風
情

を
め
ぐ
ら
し
て
、
し
た
つ
べ
き

也
。

一
、
国
々
の
名
所
を
お
も
ひ
め
ぐ
ら
し

て
、
お
も
し
ろ
き
所
々
を
、
わ
が

も
の
に
な
し
て
、
お
ほ
す
が
た
、

そ
の
と
こ
ろ
に
な
ず
ら
へ
て
、
や

ハ
ら
げ
た
つ
べ
き
也
。

（
中
略
）

一
、
池
も
な
く
遣
水
も
な
き
所
に
、
石

を
た
つ
る
事
あ
り
。
こ
れ
を
枯
山

水
と
な
づ
く
。
そ
の
枯
山
水
の
様

ハ
、
片
山
の
き
し
、
或
野
筋
な
ど

を
つ
く
り
い
で
て
、
そ
れ
に
つ
き

て
石
を
た
つ
る
な
り
。
又
ひ
と
へ

に
山
里
な
ど
の
や
う
に
、
お
も
し

ろ
く
せ
ん
と
お
も
ハ
バ
、
た
か
き

山
を
屋
ち
か
く
ま
う
け
て
、
そ
の

山
の
い
た
だ
き
よ
り
す
そ
ざ
ま

へ
、
石
を
せ
う
せ
う
た
て
く
だ
し

て
、
・
・
・

と
あ
り
ま
す
。

   群書類従 第三六二 遊戯部五 作庭記

・
重
森

完
途
（
し
げ
も
り

か
ん

と
、1923

年 - 1992

年
）
は
日
本

の
作
庭
家
。
造
園
家
。
造
園
史
家
。

庭
園
研
究
家
で
京
都
林
泉
協
会
会
長

等
を
歴
任
。
重
森
三
玲
の
子
。

1923

年
、
東
京
生
ま
れ
。1943

年

に
早
稲
田
大
学
文
学
部
国
文
科
を
卒

業
後
兵
役
を
経
て1945
年
に
重
森

三
玲
研
究
所
で
庭
園
の
研
究
を
開
始

す
る
が
、1955

年
に
は
重
森
完
途
庭

園
設
計
研
究
所
を
設
立
し
、
設
計
活

動
を
開
始
す
る
。1966

年
、
外
務
省

文
化
使
節
と
し
て
オ
セ
ア
ニ
ア
に
派

遣
さ
れ
る
。

（
郷
土
史
家
・
長
谷
川
典
明
氏

提
供
）

検校塙保己一先生自治会勉強会を開催しています。 

総検校塙保己一先生遺徳顕彰会では、本庄市自治会連合会の協力のもとに各自治会単位で塙保己一

先生の出前講座を開催しています。勉強会の目的は、郷土の偉人塙保己一先生の遺徳、精神並びに業

績の理解と認識を市民の皆様に深めていただくことで、本庄市の文化、教育、観光などの充実と向上

を図り、もって郷土の活性化に寄与するものです。 

顕彰会では事業部会委員の中から講師グループを組織し、会議を何度も重ねてスライドの講座資料

を作成しました。出前講座には講師グループが２人１組で４組の班を編成して交代で講師を務め、す

でに６回実施しております。今後も地元の自治会で開催される時には是非ご参加ください。また、自

治会に限らず事業所や各種団体などで開催する講座へも講師を派遣できますので、希望がありました

ら事務局へご連絡下さい。講師料は無料です。 

長浜町自治会（児玉） 連雀町自治会（児玉） 

花
好
き
だ
っ
た
塙
保
己
一

こ
の
書
簡
は
塙
保
己
一
が
京

都
か
ら
江
戸
へ
向
か
う
時
、
長

女
の
お
と
勢
に
送
っ
た
書
簡
で

す
。
内
容
は
「
つ
ば
き
山
吹
は

散
り
始
め
、
長
々
の
逗
留
で
寿

命
は
２
、
３
年
は
縮
ま
っ
た
。
そ

ち
ら
に
着
く
頃
に
は
さ
つ
き
が

咲
い
て
る
で
し
ょ
う
。
」
と
の
書

簡
で
す
。

本
庄
市
塙
保
己
一
記
念
館
に
あ
る
資
料
紹
介

三
月
廿
八
日
付
け

塙
保
己
一
書
簡

（
年
不
詳
で
あ
る
が
文
化
十
三
年
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
）

一
筆
申
し
ん
し
候
、
先
以
御
障

な
く
め
て
度
そ
ん
し
候
、
さ
て
ハ

金
十
郎
江
申
く
た
し
候
訳
合

ニ
て
下
り
少
し
お
そ
く
な
り

可
申
候
、
つ
は
き
山
吹
ハ
い
つ
れ
も

ち
り
可
申
と
存
候
間
、
草
花
ニ
而
も

御
う
へ
置
可
被
下
候
、
長
々
の
と
う

り
う
ニ
て
寿
命
も
弐
三
年
ハ

ち
ゝ
ま
り
可
申
と
そ
ん
し
候
間
、

か
へ
り
候
而
た
の
し
み
申
候
故
、

さ
つ
き
ハ
さ
か
り
ニ
可
有
之
候
、

明
日
大
坂
江
く
た
り
候
間
わ
た

は
ん
ぶ
ん
も
く
た
し
可
申
候
、

衣
類
も
わ
た
入
之
分
ハ
く
た
し

可
申
と
存
候
、
い
よ
子
供
別
段
ニ
ハ

手
紙
く
た
し
不
申
候
間
よ
ろ
し
く

御
た
の
み
申
候
、
き
く
川
町
江

御
無
沙
汰
申
候
、
申
わ
け
可
然

御
申
可
被
下
候
、
以
上

三
月
廿
八
日

自
京
都

お
と
勢
と
の



顕彰会の会員を募集しています 

 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会は、塙保己一先生の遺徳を 

顕彰し、幅広い啓発活動を行っています。まだ継続手続きを 

されていない方は会費の納入をお早めにお願いいたします。 

 また、会員の皆様も、お知り合いの方をご紹介していただき

ますようお願いします。 

 年会費

  個人会員 一口 千円、 賛助会員（団体） 一口 一万円

 入会と会費納入の受付場所

  本庄市生涯学習課（中央公民館）と本庄市児玉文化会館（セルディ）で受け付けています。

  本庄市役所４階文化財保護課と児玉総合支所２階総務課では、平日にお預かりします。

※ 郵便振替でも申し込みできます。

◎会員証提示による協力店をご紹介します。皆様のご利用をお待ちしています。 

事 業 所 の 名 称 所        在         地 電 話 番 号   割  引  等  の  特  典  内  容 

バ－バ－ショップムサシ 本庄市児玉町児玉 1223-5  ７２－１１８１  ポイントを２倍進呈 

 日新ハウジング（株）    〃   八幡山 171   ７２－３９３３  タオル又はティッシュ１箱進呈 

 （有）チハラ金物店     〃   児玉 151     ７２－００１４  ポイントカ－ド２倍（特価品、建材品、電動工具以外） 

 （有）マロン        〃   児玉 172-2   ７２－１２５８  ポイントを２倍進呈 

 靴のなかがわ        〃   児玉 46    ７２－０２４９ 1,000 円以上お買い上げの方にティッシュ１箱＋ポイン

トプレゼント 

 （有）梅月堂        〃   児玉 78    ７２－１０３６ 1,050 円以上お買い上げの方、塙サブレ２枚プレゼント 

 島田園            〃   児玉 1250    ７２－０１５８ ポイントカ－ド３倍進呈 

 レストランひら久       〃      児玉 14     ７２－１３６５ お一人様 1,000 円以上ご利用の方、コ－ヒ－orフル－ツ

アイスクリ－ムサ－ビス 

 （有）かしわ商会       〃   児玉 138    ７２－１２５２ 1,000 円以上ご利用のお客様にボ－ルペン１本進呈 

 いなか茶屋 きんしょう    〃   田端 190-2   ７２－５５２０ つみっこ 10％引き 

編集後記 

新緑が映える季節を迎え、新たな年度が

始まりますが、会員の皆様はいかがお過ご

しでしょうか。このほど点字ボランティア

グループ「ほきの六点会」の皆様により会

報誌の点字版をボランティアで作成して

頂きました。ご希望の方は事務局までご連

絡ください。 

発 行 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会 

事務局 本庄市教育委員会 生涯学習課

     本庄市児玉文化会館（セルディ）内

 所在地 ３６７－０２１６

     埼玉県本庄市児玉町金屋７２８－２

 電 話 ０４９５－７２－８８５１

 ＦＡＸ ０４９５－７２－８８５４

 そうけんぎょう はなわ ほきいち  せんせい いとくけんしょうかい 

 総検校塙保己一先生遺徳顕彰会 会報誌
第１３号 平成２４年５月発行

第５回塙保己一賞表彰式で副賞を受賞する田中 文（あや）氏

ごあいさつ 

  総検校塙保己一先生遺徳顕彰会は、会員皆様のご支援とご協力により設立から６年

目を迎えることができました。皆様の熱いお志に心からお礼申し上げます。

さて、塙保己一先生の墓所の移転整備については、墓所移転整備委員会で協議した整

備内容が役員会で承認され、塙先生百年祭記念碑の南側に隣接して移設することになり

ました。また、墓所の移転と併せて塙先生百年祭記念碑を本庄市で整備する予定です。

さらに、移転先の広場も本庄市が公園として整備して、お子様が遊べる遊具も設置され

ます。これらの整備工事は９月１２日の顕彰祭までに完了する予定です。 

平成２７年度の銅像建立計画を進める銅像建立準備委員会も、具体的な銅像の形状の

検討や視察などを行っております。 

昨年から本庄市自治会連合会の協力により、自治会単位で勉強会が開催されており、

顕彰会では事業部会から講師を派遣してスライドを使用して説明しています。地元の自

治会で開催される時は、是非ご参加下さい。 

総検校塙保己一先生遺徳顕彰会

会 長 吉 田 信 解


